
 

国土強靱化 民間の取組事例 279  エネルギー供給の継続 

自分を守る！ ▶エネルギー供給の継続 10 自立・分散型システムを導入する 

279 電力不足による生産への影響を最小限に留める排熱自家発電設備を整備 

取組主体【掲載年】 法人番号 事業者の種類【業種】 実施地域 

宇部興産株式会社 
【平成 28 年】 

2250001002992 その他事業者 
【製造業】 

福岡県 

 セメント生産を行う宇部興産株式会社苅田工場

（福岡県苅田町）では、電力自給率が約 10%と商

用電力の購入に依存しており、電力の安定確保と

コスト削減が課題となっていた。 

 このため同社では、原料の予熱や焼成後の急冷等

の過程で発生する排熱を活用した、発電能力１万

2,650kWの自家発電設備を平成28年１月に本格

稼動させ、同設備で発電した電力を同工場内で自

家消費することとした。この取組により、同工場の

電力自給率は40%へと向上し、災害時等において

商用電力の供給が不安定となった場合でも生産へ

の影響を最小限に留め、事業継続を図ることが可能

な体制を整えた。 

 今後同社では、保有する他の工場においても同様の排熱を利用した自家発電設備を導入することを

検討している。 

 

▲排熱発電設備 タービン発電機 
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